
 
 

（様式５） 

 

経営改善目標（目標期間：令和４年度～令和８年度） 

 

（法人名） 公益財団法人かながわ海岸美化財団 

 

１ 法人の使命・担うべき役割 

公益財団法人かながわ海岸美化財団（以下「美化財団」という。）は、相模湾を中心とす

る海岸の美化を図り、海岸の自然環境の保全と利用環境の創造に寄与することを目的に、県

と沿岸の13市町、民間の協力を得て平成３年に設立された。 

  この目的を達成するために、横須賀市走水海岸から湯河原町湯河原海岸まで約150ｋｍの海

岸の一元的な清掃管理、海岸美化に関する啓発、美化団体の支援及び海岸美化に関する調査

研究等を行うことが美化財団の使命・役割である。 

  また、県では、平成30年９月に「かながわプラごみゼロ宣言」を発表し、ＳＤＧｓの具体

的な取組のひとつとして、廃棄されるプラスチックごみの削減に取り組んでいるところであ

り、当財団としても、県と連携して、海岸ごみの現場の実態を踏まえた立場から幅広い層に

啓発を行っていくことも役割の一つと考えている。 

 

２ 県が法人に期待する役割 

美化財団は、サーフ'90 の事業成果を踏まえ、「一体的、計画的な海岸清掃管理主体」及

び「総合的な海岸美化推進拠点」として、平成３年に県及び関係市町等により設立されたも

ので、今後も海岸の清掃等を行うことにより、相模湾沿岸の自然環境の保全と利用環境の創

造に寄与することを期待する。 

また、「かながわプラごみゼロ宣言」に係る取組、県が開催を予定するフォーラム等への

協力も併せて期待する。 

 

３ 法人運営における現状の課題 

県民サービスの状況については、県と相模湾沿岸の13市町からの負担金で実施する海岸清

掃の事業費が美化財団設立当初に比べ大きく減少した中で、著しい人手不足や労務費の上昇

などにより海岸清掃業務委託の入札不調等が発生していることから、これまでの清掃水準を

維持するため、事業費の充実と委託業者の確保が切実な課題となっている。 

  また、美化啓発、美化団体支援等の事業は、目的に沿って効果的に実施できていると考え

るが、令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、こうした事業が中止や縮

小を余儀なくされた。今後は、事業の再開や拡大を図り、コロナ禍以前の水準に戻していく

ことが課題となっている。 

  収支等の経営状況については、海岸清掃事業に係る負担金の確保のほか、基本財産を運用

している国債が順次満期となり、新規の運用に切り替えることになるが、低金利の状況でい

かに運用益を確保していくかが大きな課題であると考えている。 

 

４ 経営改善目標 

【県民サービスの向上等】 

 総括的目標 

  県と相模湾沿岸 13 市町の「なぎさのごみフォーラム共同宣言」（平成 23 年 10 月）を踏ま

え、次の目標に沿って一層の経営改善を図っていく。 

  １ 美化財団が拠点となって海岸美化の取組を今後も継続していく。このため、県・市町を

通じて必要な事業費の充実・確保を図る。 

 



 
 

  ２ 海岸ごとの魅力とごみ量や清掃の実態などを分かりやすい形で情報提供し、多くの市民

や団体、企業等が清掃活動や資金協力などに参加しやすい環境づくりを進める。 

  ３ 海岸ごみの多くが川を通じて海岸にもたらされることから、河川上中流域の自治体、美

化団体との交流促進や、連携した環境美化の取組を進めるとともに、学校とも連携して、

次代を担う子どもたちへの環境教育を進めるなど、発生抑制の取組を幅広く展開する。 

  ４ 海岸ごみの発生源などの調査を実施し、効果的なごみの散乱防止を図る。 

 

No.１ 海岸美化充実・強化検討会議への参画（回） 

令和３年度 

実績（見込） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

担当者会議１回 

（書面開催） 

担当者会議１回 

課長会議１回 

担当者会議１回 

課長会議１回 

担当者会議１回 

課長会議１回 

担当者会議１回 

課長会議１回 

担当者会議１回 

課長会議１回 

目標項目の選定理由 

（達成により生じる効果） 

県と13市町の会議に参画し、海岸ごみや海岸清掃の実情を踏まえ

た立場から課題提起や情報提供を行うことは、海岸美化及びその

ための事業費負担金の充実・強化を図るために重要であるため。 

目標値の設定根拠 会議の開催回数 

 

No.２ 環境出前授業「学校キャラバン」の実施（人） 

令和３年度 

実績（見込） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

2,400 

(うち新規 200) 

2,700 

(うち新規 200) 

3,000 

(うち新規 200) 

3,040 

(うち新規 200) 

3,070 

(うち新規 200) 

3,100 

(うち新規 200) 

目標項目の選定理由 

（達成により生じる効果） 

子どもたちへの環境教育を進めることは、美化啓発の重要な取組

であり、将来の海岸ごみの発生抑制にもつながるため、県の施策と

も連携して推進していく。 

前回の目標設定時から、新規受入校を評価要素の１つとし、内数と

して目標に加えた。 

目標値の設定根拠 
学校と連携し、総合学習の一環として実施する環境出前授業「学校

キャラバン」等に参加した児童・生徒等の人数 

 

No.３ 海岸の美化啓発のための講演等（回） 

令和３年度 

実績（見込） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

10 10 10 10 10 10 

目標項目の選定理由 

（達成により生じる効果） 

海岸ごみの現場の実態を踏まえた立場から、講演、セミナー、企業

研修、シンポジウムなどで、幅広い層に対して情報発信を行うこと

は効果的な啓発活動となるため。 

目標値の設定根拠 
講演やセミナー、企業研修、シンポジウム等に、美化財団の職員が

講師、パネラーとして参加する回数 



 
 

No.４ 海岸の美化啓発のためのワークショップの開催（回） 

令和３年度 

実績（見込） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

５ ５ ５ ５ ５ ５ 

目標項目の選定理由 

（達成により生じる効果） 

海岸で集めたビーチグラスや貝がらを使った写真立てづくりや、

マイクロプラスチックを使った万華鏡づくりなどのワークショッ

プは、会場でのパネル展示等と併せて、子どもからおとなまで、だ

れもが楽しみながら海岸ごみの実情を学び、美化意識を育むこと

ができることから、効果的な啓発活動となるため。 

目標値の設定根拠 美化啓発のためのワークショップの回数 

 

No.５ 海岸清掃ボランティアへの支援（人） 

令和３年度 

実績（見込） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

90,000 110,000 130,000 160,000 160,000 160,000 

目標項目の選定理由 

（達成により生じる効果） 

ごみ袋の提供、清掃用具の貸出し、ごみの回収等を通じて行う海岸

清掃ボランティアへの支援は、美化財団の重要な役割のひとつで

あり、ボランティア参加者数が指標として適切であるため。 

令和２年度はコロナ禍の影響で参加者数が大幅に落ち込んだた

め、財団のホームページやＳＮＳで財団の支援内容や海岸の状況

を提供してボランティア参加を働きかけることにより、早期にコ

ロナ禍以前の水準に戻すことを目指す。 

目標値の設定根拠 各年度の海岸清掃ボランティアの参加者数（延べ人数） 

 

No.６ 美化団体交流会の開催（人） 

令和３年度 

実績（見込） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

225 

（オンライン） 
160 160 160 160 160 

目標項目の選定理由 

（達成により生じる効果） 

海岸清掃ボランティアを行う方々が意見・情報交換を行い、交流を

深めるとともに、講演会や表彰を行う美化団体交流会は、ボランテ

ィア団体相互の連携や新たな展開を促進する場となるため。 

コロナ禍の影響により、令和元年度は中止、２年度はオンラインで

開催し140人が参加した。今後は、交流会という趣旨から、会場で

の開催を念頭に実施していく。 

目標値の設定根拠 美化財団が開催する美化団体交流会の参加者数 

 



 
 

【収支健全化に向けた経営改善】 

総括的目標 

 １ 主力の海岸清掃事業については、これまでの清掃水準を維持するため、県及び13市町に切

実な実情を伝え、必要な負担金の充実・確保を要望していく。 

 ２ 会費収入については、さまざまな機会、方法を通じて積極的に美化財団の事業のＰＲと会

員加入の働きかけを行った結果、飛躍的に増加したが、今後も現在の水準の維持拡大に努

める。 

 ３ 寄附金収入については、基本財産の運用収入の減収分を補填するためにも、民間企業のＳ

ＤＧｓの取組に対して、美化財団の事業のＰＲを行って寄附を呼びかけ、寄附金収入の増収

を図ることとする。 

４ 職員体制については、かつて12名であった常勤職員数を、これまでの段階的な見直しに

より８名まで削減してきた中で、海岸ごみの現場の実態を踏まえた立場からプラごみ問題

に関する講演会などに積極的に参画するとともに、ワークショップや大規模なビーチク

リーンなどのイベントにも可能な限り対応している。 

  これらの講演会やイベントでは休日出勤も多く、職員の業務負担は従来にも増して重くな

っているが、業務の効率化を図りながら、常勤職員数は増やすことなく、既存の職員体制で

業務を実施していく。 

 

No.１ 海岸清掃事業費負担金収入（千円） 

令和３年度 

実績（見込） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

総額 

248,602 

 

  248,716 

 

  248,716 

 

  248,716 

 

  248,716 

 

  248,716 

(通常清掃費) 

227,577 

 

  227,691 

 

  227,691 

 

  227,691 

 

  227,691 

 

  227,691 

(緊急清掃費) 

21,025 

 

   21,025 

 

   21,025 

 

   21,025 

 

   21,025 

 

   21,025 

目標項目の選定理由 

（達成により生じる効果） 

海岸清掃事業費負担金収入は、平成３年の県と 13 市町の合意書に

基づき、美化財団の根幹を成す海岸清掃事業を適切に実施するた

めの財政基盤であり、健全な収支を維持するためにも不可欠の要

素であるため。 

目標値の設定根拠 県と 13 市町の海岸清掃事業費負担金の合計額 

 

No.２ 会員の会費収入（千円） 

令和３年度 

実績（見込） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

7,300 7,500 7,700 7,900 8,200 8,500 

目標項目の選定理由 

（達成により生じる効果） 

美化財団の目的や趣旨を理解し、支援してくださる会員を増や

すことは、自主財源の確保とともに、美化啓発にもつながること

から、さまざまな機会、方法を通じて積極的に美化財団の事業のＰ

Ｒと会員加入の働きかけを行い、会員の拡大を図り、会費収入を

充実させていくことが重要であるため。 

目標値の設定根拠 個人会員、法人・団体会員及び特別法人・団体会員の会費の合計額 



 
 

 

No.３ 寄附金収入（千円） 

令和３年度 

実績（見込） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

3,000 3,200 3,400 3,600 3,800 4,000 

目標項目の選定理由 

（達成により生じる効果） 

民間企業が積極的にＳＤＧｓの取組を進めていることから、こ

うした企業に対して、さまざまな機会、方法を通じて積極的に美

化財団の事業のＰＲを行い、併せて寄附を呼びかけることにより、

寄附金収入を増加させていくことが重要であるため。 

目標値の設定根拠 現金寄附及び物品寄附（金額換算）の合計額 

（参考）基本財産の運用収入（千円） 

令和３年度 

実績（見込） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

39,890 39,890 39,590 39,290 38,525 37,760 

 

No.４ 常勤職員数（人） 

令和３年度 

実績（見込） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

８ ８ ８ ８ ８ ８ 

目標項目の選定理由 

（達成により生じる効果） 

かつて12名であった常勤職員数を、これまでの段階的な見直しに

より限界の８名まで削減してきた中で、県の施策の方向性に沿っ

た美化啓発などにも積極的に参画していくが、常勤職員数は増や

すことなく、既存の職員体制で努力していくため。 

目標値の設定根拠 常勤職員数 

 

＊今後の県及び 13 市町からの海岸清掃事業費負担金収入の見込み【再掲】 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

総額 

248,716 千円 

 

248,716 千円 

 

248,716 千円 

 

248,716 千円 

 

248,716 千円 

(通常清掃費) 

227,691 千円 

 

227,691 千円 

 

227,691 千円 

 

227,691 千円 

 

227,691 千円 

(緊急清掃費) 

21,025 千円 

 

21,025 千円 

 

21,025 千円 

 

21,025 千円 

 

21,025 千円 
 

５ その他特記事項 

 


